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１１．．ままええががきき

このたびはエナパック製品をご採用頂きましてありがとうございます。

ご使用になる前には、必ずこの取扱説明書を注意深く読み、よく理解してからご使用下さい。

取扱説明書の中の注意事項及び使用方法等をよく読んでご使用頂かないと、十分に能力を発揮できない

ばかりか、製品の破損や人身事故・物損事故につながりますので、十分理解した上で正しく使用して下さ

い。

製品や取扱説明書の内容についてご質問がある場合は、お買い上げ頂きました販売店又は当社までお

問い合わせ下さい。

尚、取扱説明書や警告ラベル等は大切にし、万一紛失・汚損された場合は速やかに購入の上、正しく保

管又は貼付して下さい。

この取扱説明書の中で と表記されている事項は、製品を安全にご使用頂くための重要な注意事項

です。

本書では人身事故や物損事故防止のために次の定義に従って「 」と「危険」「警告」「注意」を記載し、

安全のための注意事項を強調していますので、必ずよく理解してから使用して下さい。

警 告

危険．．．取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う可能性が切迫して生じる

ことが想定される場合。

警告．．．取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。

注意．．．取り扱いを誤った場合に、損害を負う危険性が想定される場合及び物的損

害のみの発生が想定される場合。
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製製品品使使用用時時のの注注意意

危危険険

（1）アルコールまたは薬物を飲んで操作、または作業をしないでください。判断力の低下による誤操作を

引き起こし危険です。

（2）爆発または燃焼する危険性のある雰囲気では、対策をした製品以外の使用は絶対にしないで下さ

い。

警警告告

（1）本製品の設置・操作・点検・整備・修理は、本製品の構造と動作を熟知した人が行ってください。

（2） この取扱説明書はいつでも使用できるように、大切に保管してご活用ください。

（3）作業は、十分な知識と経験を持った人が取扱ってください。

（4）設置・点検・整備・修理には、通電を切ってから行ってください。感電する恐れがあります。

（5） メンテナンス作業を行う前に、油圧配管内の圧力が掛かっていないことを確認して下さい。

（6）作業中にポンプやモータなどの回転軸には絶対に手や衣服などを近づけないで下さい。

（7）異音、油漏れ、煙などが発生した場合には直ちに運転を停止して下さい。火災やけがの恐れがありま

す。

注注意意

①① 取取扱扱時時のの注注意意事事項項

（1）製品を取り扱う際に、けがの防止のために状況に応じて保護具を着用して下さい。

（2）製品の重さや作業姿勢によって、手を挟んだり腰を痛めたりすることがありますのでご注意下さい。

（3）製品に乗ったり、叩いたり、落としたり、外力を加えたりしないで下さい。機器の破損やけがの恐れが

あります。

（4）製品や床に付いた油は十分にふき取って下さい。製品を落としたり、すべってけがをする恐れがあり

ます。
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②②設設置置時時のの注注意意事事項項

（1）電線の種類や太さは仕様に合わせて適切なものを使用し、配線が外れないようにしっかりと取り付け

て下さい。

（2）固定用のボルトを締め付ける際は、規定のトルクで締めて下さい。規定外の取付によって、作動不良、

破損、油漏れの原因となります。

③③運運転転時時のの注注意意事事項項

（1）初めて運転する場合は、電気結線が正しいことを確認して下さい。また、各締め付け部にゆるみが無

いか確認してから運転して下さい。

（2）製品は仕様書に記載された仕様以外での使用はしないで下さい。故障や破損の原因になります。

（3）運転中はバルブが熱くなりますので手や体が触れないようにして下さい。やけどの恐れがあります。

（4）作動油は適正なものを使用し、汚染度は ISO 4406 17/15/12（NAS6 級）に管理して下さい。

④④点点検検・・整整備備のの注注意意事事項項

（1）点検・調整等の作業は、十分な知識と経験を持った人が取扱って下さい。

（2）点検・調整等が完了して、周囲の安全が確認されてから運転して下さい。

（3）機器を取外すときは、上記の安全処置がとられていることの確認を行い、油圧源、電源を遮断して、

かつ油圧回路中に残圧が無くなったことを確認してから行って下さい。

（4）運転停止直後の機器の取外しは、機器の温度が上がっている場合がありますので、温度が下がって

から行って下さい。

（5）機械・装置を再起動する場合は、ボルトの締め忘れや各部の異常が無いか確認した後に行って下さ

い。

（6）分解や改造をされますと危険なばかりではなく、保証期間内であっても製品保証の対象外となります

ので、絶対にしないで下さい。
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Unom.

up

down

ON/OFF

（２．１） 圧力の立上がりと立下がり時間が個別に調節できます。

（２．２） ディザ振幅の大きさ（リップル電流）を内蔵トリマにより調整できます。またディザ周波数は 60Hzま

たは 120Hz に選択できます。

（２．３） EMC（電磁環境両立性）規格に準拠しています。

（２．４） 付属のカードホルダを使用することにより、35mm（DIN EN 50022）または 32mm（DIN EN

50035）の支持レール上に取り付けることができます。

３３．．アアンンププのの仕仕様様

供給電源電圧 UB ＤＣ９～３２Ｖ

最大許容リップル W １０％
出力電圧 UＡ UＢ～１．２ＶＤＣ（パルス幅変調）

出力電流 IＡ 最大２．４Ａ

ゼロ点調整範囲 Imin ０～１．６Ａ （出荷時 ０Ａに調整）

ゲイン調整範囲 Imax Imax＋（０～２．４Ａ）（出荷時 １Ａに調整）

無負荷自己消費電流 IＬ 最大２０ｍＡ

指令電圧レンジ Usoll
０－５ＶＤＣ,０－１０ＶＤＣ,０－１５ＶＤＣ

（出荷時 ０－５ＶＤＣに設定）

入力インピーダンス R ２００ｋΩ

推奨ポテンショメータ P ２～１０ｋΩ

立上がり、立下がり

時間遅れ調整範囲 ｔＲ

０．１～１０ｓｅｃ

（出荷時立上がり、立下がり共に０．１ｓｅｃに調整）

ディザ周波数選択範囲 ｆ ６０Ｈｚまたは１２０Ｈｚ（出荷時 ６０Ｈｚに設定）

ディザ振幅調整範囲 ０～７５０ｍＡ

接続電線サイズ 最大１．５ｍｍ２

取付方向 任意

保護等級 ＩＰ００
周囲温度 －２０～＋５０℃

質量 アンプモジュール４５ｇ,カードホルダ４０ｇ

２２．．特特長長

ブロック図
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４４．．寸寸法法図図

（４．１）アンプ各部機能の説明

BB11－－BB44 はジャンパーです。

ジャンパー取付

ジャンパー開放

（４．２）ホルダに内蔵した時のアンプの寸法

アンプをカードホルダに内蔵

〔〔トトリリママのの回回転転方方向向〕〕

（注意）：時計回りで増加／反時計回りで減少

⑥⑥立上がり時間調整トリマ ｔｔuu（25 回転）

⑦⑦立下がり時間調整トリマ ｔｔdd（25 回転）

⑧⑧ディザ振幅調整トリマ

⑨⑨零点調整トリマ IImmiinn（25 回転）

⑩⑩ゲイン調整トリマ IImmaaxx（25 回転）

〔〔調調整整チチェェッックク用用のの端端子子〕〕

・・TTPP11,,TTPP22 端端子子 ：出力電流のチェック端子

（基準値：100mV で 0.5A）

・・TTPP33 ：立上がり時間調整ﾁｪｯｸ用

の端子

・・TTPP44 ：立下がり時間調整ﾁｪｯｸ用

・・TTPP55－－66 ：時間遅れ調整ﾁｪｯｸ用の

共通端子

BB11,,BB22,,BB33 は、接続回路例を参照

（（注注意意））BB44 は必ず、ジャンパーを開放にして下さい。

BB44 を開放しないとアンプは作動しません。

支持レール
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５５．．アアンンププのの調調整整方方法法

（５．１） 注注意意

外部指令電圧は、必ず正電圧にして下さい。負の電圧は、アンプ故障の原因になります。

（５．２） 警警告告

指令電圧は、ジャンパーで設定されている指令電圧レンジ以上の印可はしないで下さい。アンプ故障

の原因になります。また電子部品が発熱し、火災の原因になり大変危険です。

（５．３）外部指令電圧電線を 3m 以上に延ばす場合はツイストペアーの電線を使用して下さい。

・・ＦＦ１１：ヒューズ２．５ＡＴ

・・ＶＶ１１：コイル電流測定用電圧計 100mV で 0.5A

・・TTPP11：テストポイント１

・・TTPP22：テストポイント２

・・ＰＰ１１：外部指令用ポテンショメータ２～１０kΩ

〔〔手手順順１１〕〕アアンンププへへのの接接続続準準備備

・・端子２，３比例弁のソレノイドを接続して下さい。ソレノイドのコイル

には、極性はありません。

・・テストポイント TP1,TP2 に電圧計（V1）を接続して下さい。

（コイル電流測定用）

・・端子 5,6,7 へ外部指令用のポテンショメータを接続して下さい。

・・端子 4,8 に電源電圧を接続して下さい。

〔〔手手順順２２〕〕出出力力電電流流のの零零点点調調整整のの準準備備

・・⑨⑨の零点調整トリマを調節する前に端子 5,6,7 へ外部指令用のポ

テンショメータを接続して下さい。

〔〔手手順順３３〕〕立立上上ががりり、、立立下下ががりり時時間間調調整整のの準準備備

・・⑥⑥⑦⑦の時間調整トリマを最小値にして下さい。

・・トリマを反時計回りに停止位置まで回して下さい。(25 回転)

〔〔手手順順４４〕〕電電源源のの準準備備

・・供給電源ＵＢを印加して下さい。このとき電源に極性がありますの

で注意して下さい。

〔〔手手順順５５〕〕零零点点調調整整

・・アンプの零点調整Ｉmin の設定基準値は、100mVの電圧となります。

このときポテンショメータは、必要に応じて低く設定する必要があり

ます。現在のポテンショメータの設定位置が零点として駆動するこ

とになります。零点調整の電流値の確認は、テストポイント

TP1,TP2 間に接続した電圧計 V1 で換算値確認をして下さい。

（100mV の出力電圧で 0.5A の換算値になります。)

立上り時間調整 tu 

ディザ振幅調整 ゲイン調整 Imax 

零点調整 Imin 

立下り時間調整 td 

オープン
で作動可

指令用
ポテンショメータ P1

ソレノイド



8

遅れ時間と出力電圧の特性

〔〔手手順順６６〕〕ゲゲイインン調調整整

・・アンプのゲイン調整 Imax は電圧計 V2 で確認します。ポテンショメータの任意の回転角で指令電圧 V2 を

指令電圧の最大電圧値に設定します。（回転角を大きくすると操作量に対して分解能が高くなり調整が細

かくできます。）

〔〔手手順順７７〕〕デディィザザ周周波波数数のの調調整整

・・出荷時にディザ周波数 fは 60Hz に設定されています。ほとんどの場合、このディザ周波数は変更すること

はありません。ディザ周波数は比例ソレノイドにリップル電流（振幅電流）を与えてバルブ内部々品の摺動

をスムーズに作動さ、バルブの作動特性を向上せるための機能です。あまり高いディザ周波数を与えると

ソレノイドが発信して圧力がふらついて安定しなくなることがあります。従ってバルブの特性が著しく低下す

る場合などを除いて通常は、さわらないで下さい。

〔〔手手順順８８〕〕立立上上ががりり、、立立下下ががりり時時間間のの調調整整

・・出荷時に立上がり、立下がりの時間調整は 0.1sec.に調整されています。ほとんどの場合、この時間は調

整する必要がありませんが高速応答でショックをとりたい場合に使用します。即ちバルブを作動させアンダ

ーシュートやオーバーシュートが発生する場合この時間を調整することにより作動を安定させることが可

能です。この時間調整は電圧の換算値によっておおよそのラグ時間が設定できます。（精度は下図、換算

で±15%です。例えばタイムラグを 1sec.付けようとすれば電圧値でおおよそ 0.065V の出力が得られるよう

にトリマ⑥または⑦を調整します。）

・・アンプの B4 にどれか他のジャンパーをセットして下さい。次に端子台の４，８間に電源を印可して下さい。

・・立上がり時間の調整：

TP5に端子台７より5Vを接続し、TP6，３間に電圧計を接続して下さい。下図より立上がり時間に必要な指

令電圧を読み、⑥のトリマを使用して電圧値を調整して下さい。

・・立下がり時間の調整：

TP5に端子台５より0Vを接続し、TP6，４間に電圧計を接続して下さい。下図より立下がり時間に必要な指

令電圧を読み、⑦のトリマを使用して電圧値を調整して下さい。

・・B4 のジャンパーは外したもとの位置へ戻して下さい。またジャンパーを B4 にセットしたままだと比例アンプ

は作動しません。

U (Volt)

t 
(s

e
c
)

0.001 0.01 0.1 1

1.0

0.1

10
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ON/OFF

６６．．接接続続回回路路

（６．１）指令電圧の選択

このアンプの指令電圧レンジは、0-5VDC，0-10VDC，0-15VDC の３種類から選択できます。ジャンパの位置

を変えることにより簡単に指令電圧レンジを選べます。

・・指令電圧レンジのジャンパー位置

（６．２）ディザ周波数の選択

ディザ周波数は 60Hz、と 120Hz の２種類が選択できます。

・・ディザ周波数のジャンパー位置 ディザ周波数

〔〔電電気気接接続続回回路路例例〕〕

〔〔外外部部指指令令ﾎﾎﾟ゚ﾃﾃﾝﾝｼｼｮｮﾒﾒｰーﾀﾀにによよるる制制御御〕〕

・F 1=ヒューズ(2.5A)

・P1=指令用ﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀ 10KΩ

・ジャンパーB1,B2 は取付、B3,B4 は開放

〔〔CCNNCC、、PPCC かかららのの指指令令電電流流にによよるる制制御御〕〕

・F 1=ヒューズ(2.5A)

・RX=250Ω／0.5W

・ジャンパーはB1,B2は取付、B3,B4は開放し

て下さい。

〔〔CCNNCC、、PPCC かかららのの指指令令電電圧圧にによよるる制制御御〕〕

警警告告

・指令電圧を越えた電圧を入力した場合、調

整したアンプの規定ゲインよりも最大電流

も増大していきます。従ってコイルにも過

度な電流が流れ、過熱や損焼などの故障

により大変危険です。

・F 1=ヒューズ(2.5A)

・指令電圧が 5VDC＝B1,B2 短絡

・指令電圧が 10VDC＝B2 短絡

・指令電圧が 15VDC＝B1,B2 開放

指指令令電電圧圧ジジャャンンパパーー位位置置のの詳詳細細はは
項項目目（（６６．．１１））をを参参照照

未使用

未使用

ジャンパー
B1-B2

ソレノイド
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支持レールクランプ

支持レールクランプ用
後部台形ガイド溝

アンプ取付
保持溝

カードホルダ
中央部品 カードホルダ

右部品

７７．．カカーードドホホルルダダににアアンンププをを取取付付方方法法

（７．１） カードホルダの中央部品②に左右部品の①または④を差し込みます。

（７．２） 後部の支持レールクランプをカードホルダの台形溝にスライドして入れます。

（７．３） アンプの基板③を横からアンプ取付保持溝に差し込みます。

（７．４） 最後に残った側のカードホルダ①または④を中央部品の②に差し込みます。

（７．５） カードホルダのピンを穴に差し込む時は多少堅いですが隙間が空かないようにしっかり差し込ん

で下さい。

アンプ

カードホルダ
左部品
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     (1) 保証の範囲

        保証の範囲は日本国内で購入され、日本国内で使用した場合に限ります。

     （2） 保証期間

        ご購入日より 1 年間

     （3） 保証事項

        通常のご使用で当社の責任に起囚する材料、製造上の欠陥が上記保証期間内に発生した

        場合は、出張修理には対応しておりませんので、商品を弊社に戻して頂いて調査確認後に、

        無償修理または新品と交換を致します。原則的に調査報告書もお受け致しておりません。

        また、欠陥や故障に付随して発生する二次的損害および製品の取外し、取付けに関するな

        どの附帯費用に関して、当社は一切の保証および責任を負いませんのでご了承ください。

     （4） 保証適用除外事項

        ① 製品の誤った選定、誤ったシステムの下で生じた事故、それに伴う他の損害が発生し

            た場合。

        ② 当社に相談や了解なく変更や、改造された場合。

        ③ 過酷な使用による消耗部品の損傷や磨耗による場合。

        ④ 当社製品が装置や設備等に組み込まれた事故に対する損害。

        ⑤ 当社製品の故障によって誘発される損害。

        ⑥ 自然災害による損害。

     （5） 特記事項

        ① 海外で購入された場合は有償修理になります。

        ② カタログ標準品を輸出された場合は、海外の当社グループ会社が有償修理致します。

        ③ 特注品を輸出する場合は、事前にアフターサービスについての契約がされていない

             と、現地修理は受け付けないことがあります。

      

８．保証について



12

Enerpac Worldwide Locations

Une division d’ ACTUANT France S.A.S.

Enerpac Hydraulics (India) Pvt.Ltd.
Tel: +91 80 3928 9000

Southeast Asia,Hong Kong and Taiwan
Actuant Asia Pte Ltd.
Tel: +65 68 63 0611 - Fax: +65 64 84 5669
Toll Free: +1800 363 7722

Tel: +971 4 8872686 - Fax: +971 4 8872687

Tel: +44 1670 5016 50 - Fax: +44 1670 5016 51

Tel: +46 (0) 771 415000

Tel: 0027 (0) 12 940 0656

Enerpac Co. ,Ltd

                                                                                                                      Japan Web サイト

● この取扱説明書の内容は、予告なく変更されることがありますのでご
   了承ください。

info@enerpac.co.jp
TEL.048-662-4911（代表）　FAX.048-662-4955

カスタマーサービス部
エナパック株式会社


